
ホンジュラス定期報告（２０２６年５月） 

２０２６年６月 

在ホンジュラス日本国大使館 

＜概要＞ 

⚫ アスフラ大統領は、コスタリカ大統領就任式に出席のため同国を訪問した。その際、アレバロ・グ

アテマラ大統領やヘルツォグ・イスラエル大統領などと会談した。 

⚫ ケイレブ・オア（Caleb Orr）米国務省経済・貿易担当次官補らとアスフラ大統領との会談が行わ

れ、移民、貿易、投資、安全保障に関する協力合意に達した。 

⚫ ニカラグア政府が中米裁判所（Corte Centro Americana de Justicia ：ＣＣＪ）のホンジュラス

人判事２名を「ペルソナ・ノン・グラータ」として国外追放した。 

 

＜本文＞ 

１ 内政・経済 

（１）アスフラ政権とＩＭＦ調査団の合意 

５月１１日、ＩＭＦはプレスリリースにて、ホンジュラス政府とＩＭＦ技術調査団の間で拡大クレジ

ット・ファシリティ（ＥＣＦ）及び拡大信用供与措置(ＥＦＦ)の第４回および第５回見直し完了のため

の政策及び改革について、ＩＭＦ技術チームとの合意に達したと発信した。 

 

（２）検察による前国会議長ら前与党系議員への出頭要請 

５月１８日、ホンジュラス検察庁は、今週水曜日（２０日）に前国会で設置された常設委員会委員に対

して事情聴取をおこなう旨プレスリリースを出した。今回の司法判断にはレドンド（Luis Redondo）前国

会議長（前政権与党リブレ党所属）ら当時の同委員会委員９人と委員代行４人が対象となる。 

 

（３）中国系事業者に対する納税・移民滞在監視強化 

国会で２６日、中国系商店への納税状況や滞在監視強化を目的とした動議が賛成多数で可決された。

これには歳入庁による納税監視、税関局による輸入時の法的手続き及び関税支払い、中銀による中国へ

の外貨流出の監視、経済開発省による許認可や品質保証、移民局による中国系事業主の査証などに対す

る監視強化が含まれている。 

 

２ 外交 

（１）アスフラ大統領の訪米 

 ５月４～７日、アスフラ大統領は米ミルケン研究所の「グローバルカンファレンス２０２６」の「共

有の繁栄を築く：アスフラ・ホンジュラス大統領との対話」に出席し、投資先としてのホンジュラスの

戦略的重要性と国際関係の強化をアピールした。 

 

（２）アスフラ大統領のコスタリカ訪問 



 ５月８日、アスフラ大統領は、コスタリカ大統領就任式に出席のため同国を訪問した。その際、ア

レバロ・グアテマラ大統領やヘルツォグ・イスラエル大統領などと会談した。 

 

（３）米国務省経済・貿易担当次官補らとアスフラ大統領との会合 

 ５月１４日、ケイレブ・オア米国務省経済・貿易担当次官補らとアスフラ大統領との会談が行われ、

移民、貿易、投資、安全保障に関する協力合意に達した。 

 

（４）中米裁判所ホンジュラス人判事２人に対するニカラグアからの国外追放 

 ５月２７日付国内各紙は、ニカラグア政府が中米裁判所（Corte Centro Americana de Justicia ：

ＣＣＪ）のホンジュラス人判事２名を「ペルソナ・ノン・グラータ」として国外追放した旨報じた。４

月３０日、ホンジュラスは外務・国際協力省を通じて、同裁判所から正式に脱退を表明しているが、そ

れに伴うニカラグア政府の措置と見られている。一方、ホンジュラス外務・国際協力省は国際法を尊重

するようメッセージを出している。 

 

  



 

＜主要経済指標＞ 

◇主要経済指標 
2025年 2026年 

 １月 2月 3月 

インフレ率 （前年同月比） 4.96 4.23 3.46 3.94 

貿易収支（百万ドル） ▲6,234.7 ― ― ― 

輸出（百万ドル） 12,227.2 ― ― ― 

輸入（百万ドル） 18,461.9 ― ― ― 

外貨準備高 （百万ドル） 10,219.1 9,739.8 9,703.3 10,219.1 

外国からの送金 （百万ドル） 11,904.4 ― ― ― 

為替レート（対ドル月平均） 26.48 26.54 26.61 26.70 

（出典：ホンジュラス中央銀行）  

（了） 


